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序　　文

京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来1 2 0 0年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成1 3年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平米から、数千平米におよぶ大規模調査までありま

すが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できること

となります。

このたび消防用防火槽設置工事に伴います史跡旧二条離宮（二条城）の発掘調査成果

を報告いたします。本報告書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご

教示たまわりますようお願い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成14年11月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢



例　　言

１ 遺　跡　名 史跡旧二条離宮（二条城）

２ 調査地点所在地 京都市中京区二条通堀川西入二条城町

３ 委託者及び承諾者 京都市　代表者　京都市長　

４ 調 査 期 間 2002年９月２日～2002年９月27日

５ 調 査 面 積 81㎡

６ 調査担当職員 南出俊彦

７ 使 用 地 図 京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2 , 5 0 0）「聚楽廻」「壬生」を

参考にし、作成した。

８ 使用測地系 日本測地系（改正前） 平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省

略した）

９ 使 用 標 高 T . P .：東京湾平均海面高度（座標および標高は、京都市遺跡測量基準

点を使用した）

10 使用基準点 京都市が設置した京都市遺跡測量基準点（一級基準点）を使用した。

11 使用土色名 農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じ

た。

12 遺 構 番 号 通し番号を付し、遺構種類を前に付けた。

13 遺 物 番 号 挿図の土器類・石製品に通し番号を付けた。

14 掲 載 写 真 村井伸也・幸明綾子

15 作成担当職員 南出俊彦

（調査地点図）
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史跡旧二条離宮（二条城）

１．調査経過

本調査は、二条城内での防火水槽設置工事に伴う発掘調査である。調査地は、本丸の西堀と二

条城西外堀とに挟まれた北土蔵と南土蔵との中間点、遊歩道の東側、休憩所の南側である。

二条城内では、これまでに城内の東側および北側で1 0次にわたる発掘調査が行われており、そ

れぞれに重要な成果を上げている。

本調査地では、一昨年に試掘確認調査が実施され、江戸時代の整地層、平安時代と考えられる

溝状遺構や礫敷遺構などを確認している。また、調査区西端には平安宮侍従所西面築地が想定さ

れる。今回の調査は、この成果に基づいて江戸時代、平安時代の調査を行うと共に、この地域の

中世から近世初頭の状況を把握できる手掛かりを得ることを目的とした。

調査は、９月２日から重機を用いて表土を除去し、江戸時代の整地層上面から調査を開始し、

近世初頭、中世、平安時代の遺構を調査した。調査最終段階に北・東壁際で計３箇所の断割り調

査を行い、自然堆積層の状況を記録した後に、調査区を埋め戻し、９月2 7日にすべての調査を終

了した。
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図１　調査位置図（１：5,000）



２．遺　　構

調査地の基本層位は、表土が現地表面から下に2 0㎝前後堆積し、以下灰黄色砂泥（2 . 5 Y 6 / 2）、

黄褐色砂泥（1 0 Y R 5 / 6）が1 4 0㎝の深さまで堆積し

ている。江戸時代に行われた整地である。この整地

以下は褐灰色砂泥（10YR5/1）、灰色砂泥（7.5Y4/1）、

にぶい黄褐色泥土（1 0 Y R 4 / 3）＋オリーブ褐色泥土

（2 . 5 Y 4 / 3、自然堆積層）である。褐灰色砂泥・灰色

砂泥は中世の遺構面、平安時代の遺構は自然堆積層

上面で成立している。現地表面から自然堆積層上面

までの深さは150㎝である。

第１面（江戸時代）

江戸時代の整地層の厚さは1 2 0㎝前後あり、調査区

の全面にわたっている。

江戸時代の遺構には土壙１がある。平面形は長辺

9 5㎝、短辺9 0㎝の方形を呈している。土壙底には、

円形の板（1 1枚の部材を用いて円形としている）と、

その板の周囲を巡る縦板材が部分的に残存していた。

この痕跡は、桶状の入れ物と想定しており、トイレ

遺構と考えている。

第２面（室町時代後半から近世初頭）

江戸時代の整地土を除去すると小規模な溝を検出

した。近世初頭の耕作に伴う溝と考えている。

落込1 3は室町時代後半代に行われた整地で埋めら

れている。

第３面（平安時代後期）

平安時代後期の遺構にはP i t６・1 2・1 5・1 6などが

ある。

Pit６は長径65㎝、短径50㎝、深さ20㎝である。

P i t 1 2は径4 0㎝、深さ3 2㎝、柱あたりの径は1 0㎝

である。

P i t 1 5は径4 5㎝、深さ3 0㎝、柱あたりの径は1 0㎝

で、柱あたりの底には柱が沈まないように根石が置

かれていた。

P i t 1 6の北半は調査区外であるが短径4 0㎝、長径2 0

－2－

図２　遺構平面図（１：200）



㎝以上、深さ2 5㎝、柱あたりの径は

10㎝である。

P i t６・1 2・1 5の間隔は 2 . 4ｍで東

西方向に並んでいる。またP i t 1 2・1 6

の間隔は2 . 1ｍで南北方向に並ぶ柱列

である。

調査の最終段階で平安時代以前の遺構の調査を行ったが、遺物を含まない自然堆積層を確認す

るにとどまった。

－3－

表１　遺構概要表

図３　北壁・東壁断面図（１：80）



３．遺　　物

調査で出土した遺物は土師器、須恵器、施釉陶器、焼締陶器、瓦、木製品、石製品、銭貨など

である。

江戸時代の整地層からは土師器（１・２）、施釉陶器（３）、焼締陶器（４）、染付、瓦などが出

土している。１・２は土師器杯である。桃山時代末から江戸時代初頭のものである。３は唐津椀

である。素地の色調は明赤褐色、釉薬は灰白色を呈している。見込底部にメアトが４箇所認めら

れる。釉薬は刷毛塗りで施されている。４は擂鉢である。櫛目は４本を一単位として施している。

土壙１からは、土師器（５～７）、施釉陶器（８）、焼締陶器（９）、瓦などが出土がしている。

瓦の中には布目が施されたものがある。５～７は土師器杯である。５・６は口径約５㎝の小さな

もので、手づくねで成形している。これらは江戸時代中期頃に属するとみている。８は美濃椀で

ある。素地の色調は灰白色を呈している。釉薬は鉄釉を漬け掛けしている。江戸時代前期から中

期のものである。９は擂鉢である。櫛目は６本を一単位として施している。底部に見られる櫛目

は三角パターンとみられる。

落込1 3からは土師器（1 0）、瓦器、焼締陶器、石製品（1 1）などの他に、北宋銭「熙寧元寳」

－4－

図４　出土遺物実測図（１：４）

表２　遺物概要表



（初鋳1 0 6 8年）が１点出土している。1 1は砥石で、１面は欠失しているが、残り５面に使用痕が

認められる。10は土師器皿である。室町時代後半代に属するものである。

P i t 1 6からは須恵器、灰釉陶器、瓦などが出土しているが、いずれも小片で、平安時代のもので

ある。

４．ま と め

今回の調査では江戸時代の整地作業の様子、この地域での中世および近世初頭の状況、平安宮

内の侍従所関連施設の確認、平安時代以前の状況把握などを目的にあげ、調査に臨んだ。その成

果を以下に述べる。

寛永三年（1 6 2 6）に３代将軍家光の命による二条城の拡張工事が完成するが、その時の整地層

を確認した。この整地層は、厚さ120㎝前後で、調査区全域に認められた。

近世初頭と中世の状況は、旧地形を整地した跡（落込1 3）や小規模な溝を検出していることか

ら、この頃に周辺を整地し、耕作地としたことが推測される。

平安時代は、柱列を確認したことは大きな成果であったが、調査区が狭小であったため全体像

をつかむには至らなかった。ただし、調査区西端には平安宮侍従所西面築地が想定される位置に

あり、この柱穴群が侍従所と関連するものか、西面築地に関連するかは不明であるが、平安宮の

変遷を考える上では重要なものとなる可能性がある。

平安時代以前の状況は断割り調査を行ったが、自然堆積層を確認するにとどまり、遺構・遺物

を検出することはできなかった。

以上のように、当調査区での変遷を辿ることができたが、調査成果のさらなる拡大を図るため

にも、周辺地域の調査を継続的に実施することが重要である。

参考文献
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藤本邦彦「侍従所」（（財）古代學協會・古代學研究所編『平安時代史事典　上巻』 角川書店　1994年）
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